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近江国庁跡
　大津市大江三・六丁目、三大寺にある近江

国庁跡は、遺跡公園として整備されています。

ここでは、発掘調査によって確認した当時の

建物や塀・溝などを地下に保存し、その上に

遺構に一部を再現しています。

政庁周辺の建物
　記録によると国庁では当

時、700人～800人の役人が

働いていました。

　政庁のまわりには、

そうした人達が働

いていたとみられる

たくさんの建物跡が

見つかりました。　

：建物跡（遺構表示）

：遺構表示のない主要建物跡

：塀跡（築地塀の遺構表示）

近江国庁跡

近江国庁跡の中心
　大きな４つの建物がある政庁
は、僕（国守）が勤務する場所
ででした。
　正殿前の前庭や了画の脇殿で
たくさんの役人がお仕事をして
いました。
　東西の細画い建物（脇殿）の
長さは、西側にある団地の建物
よりも長かったよ。
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飛雲文のような

雲がうかんでいるよ！

　大津市神領二丁目・四丁目にある青江遺跡は、近江国庁跡から

谷を挟んで真南にある遺跡です。

　国庁と青江遺跡は幅20ｍ以上の南北道で結ばれていたと考えら

れ、最も国庁に関係が深い遺跡です、発掘調査では築地塀で囲ま

れた敷地が見つかっています。この敷地には、建物が2回建て替

えられ、最後には、南北９ｍ（柱間3間）、東西21ｍ（柱間7間）

の巨大な瓦葺礎石建物が建てられていました。この建物には、国

庁を意識して庇が北側に付けられていました。周りの雨落ち溝か

らは多くの瓦や土器が出土しています。また遺跡の東南部では、

南北27ｍ（柱間9間）、東西６ｍ（柱間2間）の長大な掘立柱建物

も見つかっています。

　国庁に最も近く、巨大な建物が残っていることから重要な施設

であったと考えられます。

青江遺跡青江遺跡 国庁正面の最重要遺跡国庁正面の最重要遺跡惣山遺跡惣山遺跡 日本最大の大倉庫列日本最大の大倉庫列

　大津市大江六丁目・神領二丁目にある惣山遺跡は、奈良～平安時

代にかけての近江国庁に関係した遺跡です。

　近江国庁の中門から真東に約400ｍの地点から、真南に300ｍにわ

たって 12 棟の同じ規模の瓦葺礎石建物を配置していました。建物1

棟の平面規模は、南北 21ｍ(柱間７間)、東西 6ｍ(柱間４間)で奈良

県にある東大寺正倉院の2/3に匹敵します。柱は合計 40本で、高床

式の倉庫と考えられます。建物周辺には雨落ち溝がめぐっており、

瓦がたくさん出土しました。軒先の瓦には近江国庁と同じ飛雲文と

呼ばれる文様があしらわれています。

　残念ながら発掘調査では、中に入れられていた物が何だったのか

はわかりませんでしたが、12 棟もの巨大な倉庫列は、大国近江の財

両区を人々に見せ付けたことでしょう。



堂ノ上遺跡 古代の瀬田駅!?

　瀬田工業高校の北側の丘にある堂ノ上遺跡（史跡）は、古代の瀬

田駅（勢多馬家）があった場所と推定されています。

　でも、ここは電車の役ではありません。当時、都と地方の役所と

の様々なやり取りは、馬や使者が運ぶ手紙で伝えられました。その

ため、各地をむすぶ道路や馬を

常駐させる中継施設（駅）が整

備されたのです。こうしたやり

方を駅伝制といいます。

　体育の駅伝競走の甘えは、こ

こからきています。

瀬田工業高校の横を通る道路

正面左の森が堂ノ上遺跡です。

　瀬田工業高校の北側を通って瀬田川のほうに
びる道は、古代の道路(東山道)と同じ場所を通
ているんだよ。
　むかしは、この道を通って平城京から東北地方
まで行けたんだ。
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